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令和の時代が始まりました令和の時代が始まりました 市長コラム市長コラム

減免対象となる軽自動車などの条件

①
　身体などに障がいのある人、また
はその人と生計を一にする人が所有
する軽自動車などで、障がいのある
人が運転するもの

②

　身体などに障がいのある人、また
はその人と生計を一にする人が所有
する軽自動車などで、主にその身体
などに障がいのある人の通学、通院、
通所などのために生計を一にする人
が運転するもの

③

　身体などに障がいのある人のみで
構成される世帯の所有する軽自動車
などで、主にその身体などに障がい
のある人を常時介護する人が運転す
るもの

④
　軽自動車などの構造が、主に身体
に障がいのある人が利用するための
もの

※障がいの区分や等級などにより減免
　の対象にならない場合があります
※自動車税の減免を受ける人は対象と
　なりません

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

所
有
し
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め

に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
税

金
は
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
申
請
す
る
こ
と
で
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

左
表
の
通
り（
障
が
い
の
あ
る
人

１
人
に
つ
き
１
台
が
対
象
）

　

※
①
〜
③
で
自
動
車
検
査
証
ま

た
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
に「
事

業
用
」と
あ
る
車
両
は
除
く

申
請
に
必
要
な
物　

▽
身
体
障
害

者（
戦
傷
病
者
）手
帳
、
精
神
障
害

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

　

軽
自
動
車
税
減
免
制
度者

保
健
福
祉
手
帳
お
よ
び
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
、
療
育
手
帳
な

ど
▽
運
転
免
許
証
▽
自
動
車
検
査

証
▽
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
個
人
所
有
の
場
合
）▽

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
▽
印

鑑
▽（
③
の
場
合
）福
祉
課
で
発

行
す
る「
障
害
者
の
常
時
介
護
者

が
運
転
す
る
自
動
車
の
証
明
」▽

（
④
の
場
合
）構
造
と
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
写
真

申
請
期
間　

軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
日
〜
５
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ　

税
務
課（
☎
40
２

８
０
３
）

　

藤
岡
市
制
施
行
65
周
年
記
念
花

火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
65
周
年

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
総
意

の
心
に
残
る『
花
火
大
会
』、
感
動

す
る『
花
火
大
会
』に
な
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
㈯（
予
備
日
25

日
㈰
）

会
場　

神
流
川
河
川
敷（
藤
武
橋

下
流
）

■
市
民
協
賛
金　
区
長
を
通
じ
て
、

各
世
帯
に
ご
協
賛
を
お
願
い
し
ま

す
。
各
世
帯
２
０
０
円
以
上
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
企
業
・
団
体
協
賛　

１
口
１
万

円（
１
口
以
上
）の
協
賛
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
協
賛
企
業
名
・
団
体
名
を
花

火
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま
す

■
記
念
花
火　

結
婚
記
念
・
出
産

記
念
・
入
学
記
念
・
就
職
記
念
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
日
や
節
目

の
年
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
託

し
、
記
念
花
火（
１
口
１
万
円（
１

口
以
上
））を
打
ち
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

※
名
前
な
ど
を
花
火
大
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
制

施
行
65
周
年
記
念
花
火
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
商
工
観
光
課

内
☎
40
２
３
１
７
）・
藤
岡
商
工

会
議
所（
☎
㉒
１
２
３
０
）

　

藤
岡
市
制
施
行
65
周
年
記
念

　

花
火
大
会
協
賛
の
お
願
い

　

郷
土
の
緑
化
の
推
進
や
森
林
の

整
備
な
ど
を
す
る
た
め
、
５
月
１

日
㈷
か
ら
５
月
31
日
㈮
の
間
に

「
緑
の
募
金
」を
行
い
ま
す
。
区
長

を
通
じ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

募
金
額　

１
世
帯
50
円
以
上

問
い
合
わ
せ　

農
林
課（
☎
40
２

３
０
４
）

「
緑
の
募
金
」
の
お
願
い

　

多
世
代（
３
世
代
以
上
）の
家
族

が
同
居
す
る
た
め
の
住
宅
増
改
築

お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

中
学
生
以
下
の
子
ど

も
を
含
む
多
世
代
家
族
が
居
住
ま

た
は
居
住
予
定
で
あ
り
、
家
族
構

成
員
の
い
ず
れ
か
が
所
有
す
る
市

内
の
住
宅

　

※
家
族
構
成
員
に
市
税
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

対
象
工
事　

令
和
２
年
２
月
末
日

ま
で
に
完
了
▽
住
居
部
分
の
増
改

築
な
ど（
部
屋
の
間
仕
切
り
変
更
、

部
屋
の
増
築
や
玄
関
の
改
築
な
ど
）

▽
キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
・
浴
室
の

増
設
工
事
な
ど

補
助
金
額　

対
象
工
事
額
の
３
分

の
１
以
内
の
額
と
し
30
万
円
ま
で

　

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課（
☎
40
２
４
２
４
）

　

多
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

同
居
支
援
増
改
築
等
補
助
金

任期満了（４月29日）に伴い３月29
日に告示され、２議席に３人が立候補し
た県議会議員選挙（藤岡市・多野郡選挙
区）は、４月７日に投票が行われ、即日
開票の結果、金澤充隆さんと神田和生さ
んが当選しました。県全体の投票率は
43.49%、本選挙区の投票率は53.82%で
した。
　※敬称略、写真下は氏名・住所・年齢（告
示日現在）
問い合わせ　市選挙管理委員会（総務課
内☎㉒1211、内線2419・2420）

神
かんだ
田 和

かず お
生

（上戸塚・42歳）
金
かなざわ
澤 充

みつたか
隆

（西平井・41歳）

県議会議員選挙県議会議員選挙
当　選当　選

　

市
や
関
連
団
体
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

参
加
し
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
健
康
的
で
明
る
い
満
18
歳
以
上

（
６
月
１
日
現
在
）の
未
婚
の
女
性

（
高
校
生
を
除
く
）で
６
月
か
ら

令
和
２
年
５
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
、
市
お
よ
び
関
連
団
体
が
主
催

す
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
人

定
員　

４
人
程
度（
選
考
）

選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接
に

よ
る
審
査

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
20
日

㈪（
必
着
）ま
で
に
商
工
観
光
課

に
あ
る
応
募
用
紙（
電
話
で
の
請

求
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
全
身
と
上
半
身
の
み
の
写
真

各
１
枚
を
添
付
し
て
商
工
観
光
課

（
☎
40
２
３
１
７
）へ

イ
ベ
ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
「
ふ
じ
娘
」

公
共
機
関
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
新
井
和
子
さ

ん（
再
任
・
本
郷
）、
吉
田
賢
治
さ

ん（
再
任
・
下
栗
須
）、
金
澤
正
さ

ん（
再
任
・
鬼
石
）が
、
総
務
大
臣

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
な
ど
行
政
機
関
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
・
意
見
・
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
問
題
解

決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

会
場
・
相
談
日　

▽
市
役
所
市
民

相
談
室
＝
毎
月
第
２・
３
水
曜
日

▽
鬼
石
公
民
館
毎
月
第
３
木
曜

日時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

　

※
相
談
日
は
毎
月
広
報
ふ
じ
お

か
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

新井　和子

吉田　賢治

金澤　正

す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

■
行
政
苦
情
１
１
０
番　

☎
０
５

７
０・０
９
０・１
１
０

問
い
合
わ
せ　

地
域
づ
く
り
課

（
☎
40
２
２
１
１
）　

　なりません

　新しい時代を迎えることを、全ての市民の皆さまとともにお祝いしたいと思います。「平
成おじさん」とも呼ばれた故小渕恵三元首相が額を掲げて元号を発表したのは、私が 28
歳の時でした。あれから 30年。大災害や情報技術の革新など、さまざまな出来事と社会
の変化を経てきましたが、昨日のことのようにも感じられます。
　これからの 20年、30 年、その先の将来も瞬く間にやってくるのだと思います。成長
した今の子どもたちが、平和で明るい社会の中で働き、家族をつくる。未来の子どもたち
が、今と変わらない豊かな自然の中で元気に駆け巡る。必ず実現したい光景です。


